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第９回議会改革協議会 会議録 

開 催 日：令和４年１１月２２日（火曜日） 

開催場所：議事堂３階 第６委員会室 

出席委員：田仲常郎委員（自民党・無所属の会：座長）、三原朝利委員（自民党・無所属の会）、 

本田忠弘委員（公明党）、渡辺修一委員（公明党）、 

森本由美委員（ハートフル北九州）、 

山内涼成委員（日本共産党）、出口成信委員（日本共産党） 

議  題： 

１ 第８回議会改革協議会の協議結果について（確認） 

２ 議会におけるＤＸの推進について 

３ 多様な人材が活躍できる議会の環境づくりについて 

４ 議事堂のバリアフリー化の推進、設備の充実等について 

５ 第１０回協議会について 

 

主な意見など 

１ 第８回議会改革協議会の協議結果について（確認） 

【事務局】 

 ・資料１のとおり、第８回議会改革協議会の協議結果を取りまとめ、市議会ホームページ

に掲載することを報告。 

 

【座長】 

・ただいまの説明についてご確認いただけるか。（全委員了承）。 

 

 

２ 議会におけるＤＸの推進について 

（２）常任委員会のオンライン化 

【座長】 

・協議が終わっている「議会におけるＤＸの推進について」のうち、「常任委員会のオンラ

イン化」について、最終報告書の作成に向けて、現在の状況に合わせて時点修正を行い

たいと思う。 

 

【事務局】 

・資料２、資料３、資料４により説明 

 

【座長】 

・資料３の協議結果（案）について、各会派のご意見を表明願う。 
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※以下、主な意見等 

【自民党・無所属の会】 

・コロナ禍における常任委員会のオンライン開催については、議会運営委員会での検討を

進めてもらいたい。 

 

【公明党】 

 ・オンライン開催を感染症が蔓延した際等に行うことや資料３のとおり時点修正すること

に異議はない。 

 

【ハートフル北九州】 

 ・常任委員会のオンライン化については議会運営委員会での議論を見守っていく 

 ・資料４の協議結果のうち、学校等に出向くアウトリーチ型の主権者教育について、「仕組

みについて研究する」というのは余りにも後ろ向きなため「実施を検討する」に修正す

べきではないか。 

 

【日本共産党】 

・常任委員会のオンライン化については、原則、対面であるということを前提にして、コロ

ナ禍でもあり、災害対策としては良いのではないか。 

 

【自民党・無所属の会】 

・資料４については、第７回協議会で取りまとめ済みの協議結果であるため、今までの議

論の積み重ねの手続きが覆されることにもなりかねないのではないか。 

 

【公明党】 

 ・資料４の取りまとめ済みの協議結果については変えるべきではないと思うが、委員の意

見として議事録に明確に残してはどうか。 

 

【ハートフル北九州】 

 ・実施する方向性であればかまわない。 

 

【座長】 

 ・その方向で整理していきたい。 

 

 

３ 多様な人材が活躍できる議会の環境づくりについて 

（１）ハード・ソフト両面からの検討 

【事務局】 

・資料５により説明 

【座長】 

・資料５の協議結果（案）について、各会派のご意見を表明願う。 
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※以下、主な意見等 

【自民党・無所属の会】 

 ・ハラスメント防止研修を継続的に行うとともに、全国的なハラスメント防止についての

情報の流れをしっかり押さえていくべき。 

 

【公明党】 

・託児所や授乳室の整備に関して、議事堂建て替え前に希望する議員が出た場合は柔軟に

検討するべき。 

 

【ハートフル北九州】 

・託児所や授乳室など、必要な声が上がった場合には柔軟に検討するべき。 

 ・ハラスメント防止研修について、議員の任期の最初が大事であるため、議員改選の翌年

度ではなく、議員改選の年に実施してほしい。 

 ・相談窓口の設置についても検討項目に加えてもらいたい。 

 

【日本共産党】 

 ・ハード面では、主権者である市民を表玄関から傍聴席に通すよう改善すべき。 

 

【自民党・無所属の会】 

 ・託児所、授乳室、点字案内板など、柔軟に検討することについては賛同する。 

 

【座長】 

 ・ただいまの意見を踏まえ、最終的な協議結果として、最終報告に盛り込みたい。 

 

４ 議事堂のバリアフリー化の推進、設備の充実等について 

（１）バリアフリー化の推進、（２）設備の充実等 

【事務局】 

 ・資料６により説明 

 

【座長】 

・資料６の協議結果（案）について、各会派のご意見を表明願う。 

 

※以下、主な意見等 

【自民党・無所属の会】 

 ・議場の傍聴席のモニター設置及びＡＩ音声認識システムについては、引き続き研究し、

ぜひ将来的に実現するような形で進めてもらいたい。 

 

【公明党】 

 ・議場の椅子は男性の体をベースに作られている模様で、女性議員が姿勢を保つのに大変

という意見があった。 

・ＡＩ音声認識システムは、聴覚障害者の方だけじゃなく高齢者にとっても非常に有効だ

と思う。他の議会における実施状況や課題等について不断の研究をするべき。 
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【ハートフル北九州】 

 ・議場の椅子については多くの意見があり、長時間座っているのが大変という声が多いた

め、議事堂建て替えの前に改善をお願いしたい。 

・要望があったときには、要約筆記の費用を負担することが出来ないか。 

 

【日本共産党】 

 ・タブレット端末の管理は各自で行い、充電も同様に、モバイルバッテリーも各自で用意

すべき。 

 

【座長】 

・本日の内容や意見を踏まえ、最終的な協議結果として、最終報告に盛り込みたいと思う

がよろしいか。（全委員了承） 

 

 

５ 第１０回協議会について 

【座長】 

・第１０回協議会では、これまでの全ての協議項目、６項目の協議結果を最終報告書の形

にとりまとめて、最終確認を行いたい。 

・第１０回協議会の開催日程については、事務局に調整させ、決まり次第連絡する。 

 


